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九 州 大 学 経 営 協 議 会 議 事 録 

 

日 時：平成３０年３月２２日（木）１３：００～１４：２０ 

場 所：九州大学箱崎キャンパス 第一会議室（旧工学部本館三階） 

出席者：２９名中１８名出席 

 

【審議事項等】 

１ 役員等について 

４月１日からの本学執行部体制について、紹介があった。 

 

２ 平成 30 年度計画について 

平成 30 年度計画について説明があり、審議の結果、これを議決した。 

  なお、以下のような意見交換があった。 

・平成 30 年度計画 9-2 について、「キャンパスライフ・連携支援センターとの連携により」

とあるが、どこが連携するのか、取り組みの主体が不明確である。 

→ご意見を踏まえ、修正させていただく。 

・産学官連携強化について、先日日本橋サテライトが開所したが、どのように活用していく

ことを想定しているか。 

→ライフサイエンス分野を中心とした本学の最先端の研究活動を国内外に強く発信してい

く拠点として積極的に活用していきたいと考えている。 

・学生のアクセシビリティ向上のための取り組み状況はいかがか。 

→学生の修学支援については、学生からの相談、配慮要望等に対応できるような体制をキ

ャンパスライフ・健康支援センター コミュニケーション・バリアフリー支援室を中心に

整えている。また、学内における障害者支援活動に積極的に参加し、指導的な役割を果

たした学生を九州大学障害者支援ピア・サポート リーダーとして総長名で認定を行うな

ど、ピア･サポート体制も構築している。 

 

３ 平成 30 年度機能強化経費（機能強化促進分）について 

平成 30 年度機能強化経費（機能強化促進分）について報告があり、以下のような意見があ

った。 

・評価結果も大切ではあるが、大学の本分である教育・研究活動をいっそう活性化し、それ

をきちんとアピールしていくことが重要ではないか。 

 

４ 国立大学法人九州大学予算編成方針等について 

国立大学法人九州大学予算編成方針等について説明があり、審議の結果、これを議決した。 

 なお、以下のような意見交換があった。 

・病院の収支状況はどのようになっているのか。直ちにとは言わないが、病院部門を独立の

単体としてとらえ、その経営状況がどうなっているのか、管理合計的に整理してみること

は、大学の長期的あり方からみて有益ではないか。 

→病院の予算規模は大学全体の約３０％を占め、重要なところだと認識している。ご意見

いただいたことについては今後、検討して参りたい。 
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５ 分娩従事手当及び手術部看護手当の新設について 

分娩従事手当及び手術部看護手当の新設について説明があり、審議の結果、これを議決し

た。 

 

６ 箱崎キャンパス跡地の状況について 

箱崎キャンパス跡地の状況について報告があり、以下のような意見交換があった。 

・福岡市等との連携状況いかがか。 

→福岡市や UR 都市機構等、関係機関とは緊密に連携し、一体的に推進している。また周辺

住民ともコミュニケーションをとり、跡地のまちづくりに取り組んでいる。 

 

７ 伊都キャンパス完成記念式典等について 

伊都キャンパス完成記念式典等について報告があった。 

 

 

 

（ 以 上 ） 


